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次
世
代
を
生
き
る
青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
す
。
江
南
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
会
議
も
、
本
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地

区
代
表
・
運
営
委
員
並
び
に
役
員
の
万
は
次
の
と
お

り
で
す
。

会
　
長
　
関
ロ
喜
治
（
区
長
代
表
）

副
会
長
　
須
長
宜
久
（
学
校
代
表
）

　
刀
　
　
野
本
善
司
（
民
生
・
児
童
委
員
代
表
）

監
　
事
　
大
島
　
清
（
賛
同
者
代
表
）

　
刀
　
　
田
中
勝
治
（
少
年
指
導
委
員
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　　慧蘭町胃少隼　1

～あいさつで明るく

　　住みよい町づくり～

（順不同　■印地区代表者　○印運営委員）

班 地域 闘α 名　前 住　　所 電話 備　　　考 班 地域 Nα 名　前 住　　所 電話 備　　　考

1 成沢上

1 内山博子 成沢1144－II 3636 民生・児童委員
12 野原

國 木村武雄 野原748 2439 民生・児童委員

2 船橋廣之 押切2527－9 3804 40 関口正典 野原623 4302 教育委員

團 田口満男 押切2635－2 3013 商工会代表 13 小濁練 回 福田岸子 小江川1317 1650 民生・児童委員

4 星野静子 押切2561－9 1057 民生・児童委員

14 小濁晒

團 野本善司 小江川1574 1582 民生・児童委員

5 澤田ノブ子 押切2577－1 0928 民生・児童委員、賛同者 43 寺田由佳子 小江川2115 1528 民生・児童委員

6 堀野志津子 樋春2072－31 5398 青少年育成推進委員 ⑭ 梅澤正己 小江川1865－1 5336 小原駐在官

2 成沢下

7 関口　和枝 成沢281 0995 民生・児童委員 ⑮ 田中勝治 小江川2071－1 2086 少年指導委員

8 佐藤　浩 成沢465－3 4891 御正駐在官 46 野内せつ子 小江川2202－1 5900 近隣高校PTA江南支部代表

回 関口喜治 成沢190－i 3546 区長会代表 47 駒井健次 小江川2091－4 3110 主任児童委員

⑩ 広澤恭子 成沢409－1 0979 幼稚園PTA代表

15 塩

囮 中島武平 塩432 2307 保護司

3 三本

回 小柴文代 三本1927－2 1168 教育委員 49 中島丈夫 塩35－1 3572 民生・児童委員

12 小柴捷子 三本1927－2 1168 民生・児童委員 50 中島　博 塩44－1 3645 近隣高校PTA江南支部代表

13 塚越忠雄 三本1613－2 4985 近隣高校PTA江南支部代表 51 飯島俊夫 塩65 2650 中学校PTA代表

4 上新田
図 芝　市郎 上新田250 1806 民生・児童委員

16 板井

國 飯島啓作 板井878－1 1369 民生・児童委員

⑮ 新井豊子 上新田404 4123 賛同者 53 宇治川太平 板井395－1 2078 民生・児童委員

5 上押切

16 大島正巳 三本1990－1 4090 公民館長 54 吉野美知子 板井715 1692 青少年育成推進委員

國 新井久平 三本1997－3 2451 民生・児童委員 17 柴 國 柴サツヱ 柴150 0930 民生・児童委員

⑱ 笠原金久 押切802 0272 保護司

18 千代

岡 木村巳美 千代108－1 2281 民生・児童委員

⑲ 前川美佐保 押切70H 4455 青少年育成推進委員 57 今井久子 千代264－6 2459 教育委員

6 下押切

20 持田俊男 押切305 2138 民生・児童委員 ⑱ 上杉晴男 千代600 1900 南小PTA代表

21 大島　清 押切370 2373 賛同者 19 パーク 國 古屋宗一 押切2653－12 5279 民生・児童委員

國 永田光子 押切134 1020 主任児童委員 20 中央 圓 富田沙知子 中央3－10－8 2635 民生・児童委員

7 樋春南
圖 大澤照三 樋春348 1620 民生・児童委員

21

幼稚園

　●

学校

⑪ 高田武男 江南幼稚園 3375 幼稚園長、保護司

⑳ 高田　清 樋春326 1884 社会教育委員長 62 古沢多実子 同上 同　上 生徒指導主任

8 樋春北
囲 、馬場　仁 樋春832 3325 北小PTA代表 ㊥ 須長宜久 江南南小学校 1305 校長

26 、馬場　宏 樋春851 2212 民生・児童委員 64 坂下　司 同上 同　上 生徒指導主任

9
御正新

田坂上

27 水野龍夫 樋春1952－5 1ユ74 民生・児童委員 ⑮ 芝塚久夫 江南北小学校 1389 校長

圏 高田　和 御正新田1133－1 0012 民生・児童委員 66 増田京子 同上 同　上 生徒指導主任

⑳ 石嶋　正 御正新田1291一一1 Ol82 賛同者 ⑰ 中島久榮 江南中学校 1335 校長

30 工藤悦子 樋春1971－9 7468 青少年育成推進委員 68 持田倫武 同上 同　上 生徒指導主任

⑳ 茂木正則 樋春1973－3 0006 青少年相談員代表

22 事務局

69 岡部　進 教育委員会 1521 教育長

10
御正新

倒坂下

32 森田富子 御正新田342 0857 少年指導委員 70 大串秀孝 同上 同　上 健全育成担当

33 福島　豊 律旺新田493 1722 賛同者 71 鹿庭吉彦 住民福祉課 同　上 健全育成担当

国 橋本松枝 御正新田199 2052 民生・児童委員

11 須賀広

國 森田幸雄 須賀広240 0992 教育委員

36 森田節子 須賀広240 0992 民生・児童委員

37 高橋文夫 須賀広138 1538 区長会代表

38 岡田俊英 小江川2180－5 1628 少年指導委員

（2）



　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と

が
最
も
効
果
的
で
す
。

　
町
民
会
議
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
、
三
者

が
一
体
と
な
り
さ
ら
に
健
全
育
成
を
は

か
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
に

お
け
る
生
徒
指
導
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

地
域
ぐ
る
み
の
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
三
つ
の
部
会
で
次
の
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障．
卜

」
『
㍗
嬉

　　で、

一
　
　
　

［
　
　
、

啓
発
部

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
の
発
行

広
報
部

・
広
報
紙
の
発
行

育
成
活
動
部

・
子
供
会
指
導
者

　
　
　
育
成
活
動

・
青
少
年
に
よ
る

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

輔
綴
ー礫灘

回 活動　内　容 月日（曜） 対　　象

1
。平成8年度活動報告
・平成9年度健全育成町民会議役員等について
。年間活動計画の検討並びに承認にっいて

5月22日

　㈲
・全委員

2
・健全育成パンフ原案
・本年度活動計画の具体的計画（教育講演会等）

6月5日
　㈲

・運営委員

3
・夏休み中の生徒指導対策　・パンフについて
・補導巡視計画など　・地区懇談会

7月15日

　㈹
・全委員

4 ・健全育成パンフの配布
7月15日

　㈹

・各校

・町内全戸

5
・合同講演会「多くの人たちとの出会いのなかで」

講師松島トモコ先生　13：30～
7月19日

　㈹

・全委員
・P　T　A他

6 ・子供会育成事業（子供会指導者研修会） 7月 ・子供会役員

7 ・夏休み町内巡視補導（チラシ等の配布）
7月

8月

・運営委員

・各地区代表

8 ・健全育成強調月間の取り組みについて
10月15日

　㈱
・運営委員

9 ・実践活動（懸垂幕等の掲揚） 11月5日 ・事務局

10 ・青少年健全育成事業 11月 ・青少年

11 ・実践活動（啓発活動）
　11月

文化祭時
・町民

12
・冬休み中の生徒指導対策について
・健全育成パンフについて　・情報交換

12月16日

　㈹
・全委員

13
・健全育成パンフ原案作り
・最終全体会の議案の検討

2月12日

　㈲
・運営委員

14 ・健全育成パンフの配布
3月10日

　㈹
・町内全戸

・各学校

15
・春休み中の生徒指導について
・平成9年度活動の反省
・平成10年度活動計画案の検討

3月19日

　㈱
・全会員

○
子
ど
も
た
ち
に
、
あ
い
さ
つ
、
声
掛

　
け
を

　
地
域
の
中
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
、

今
年
度
も
あ
い
さ
つ
、
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
元
気
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
子
に
も
、

恥
ず
か
し
が
っ
て
声
の
で
な
い
子
に
も

大
人
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
・
つ
。

　
昨
年
度
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て

「
小
さ
い
声
で
す
が
、
あ
い
さ
つ
を
返

す
よ
う
に
な
っ
た
子
が
い
ま
す
。
」
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
心
の
交
流
を

少
し
で
も
多
く
育
ん
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
意
図
的
に
、
子
ど
も
た
ち
の

良
い
点
は
誉
め
、
悪
い
こ
と
は
叱
る
な

ど
の
声
掛
け
を
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
見
て
い
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
が
、
地
域
の
健
全
育
成
の

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

o
気
の
つ
い
た
こ
と
は
連
絡
を

　
地
域
の
心
配
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
細

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
近
所

の
町
民
会
議
の
委
員
や
、
学
校
な
ど
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

・
あ
、
い
さ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
琴

「
あ
い
さ
つ
運
動
展
開
中
」

江
南
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

葦鷹9巳7鱈聖55
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午
前
八
時
、
全
員
が
バ
ス
に
乗
っ
て

出
発
。

　
今
日
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
学
校
訪

問
の
日
で
あ
る
が
、
晴
れ
た
た
め
少
し

早
め
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
市
街
が
一
望
で
き
る
「
ッ

イ
ン
ピ
f
ク
ス
」
へ
立
ち
寄
る
。
一
昨
日

は
霧
の
た
め
何
も
見
え
な
か
っ
た
が
、

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
！
ト
ブ
リ
ッ
ジ
」
や

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
」
な
ど
が
ま

る
で
絵
の
よ
う
に
見
え
、
全
員
が
感
動

す
る
。

　
午
前
九
時
。
　
「
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
」

騨

r
極
響

嚇

か
ら
十
五
分
位
で
閑
静
な
住
宅
街
の
中

に
あ
る
「
ミ
ラ
ロ
マ
・
エ
レ
メ
ン
タ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
」
　
（
小
学
校
）
を
訪
問
。

穏
や
か
な
感
じ
の
校
長
先
生
が
出
迎
え

て
く
れ
る
。

　
団
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
お
土
産

と
し
て
持
参
し
た
江
南
町
の
「
踊
る
埴

輪
」
の
レ
プ
リ
カ
と
羽
子
板
を
手
渡
す

と
大
変
喜
ん
で
く
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、

校
長
先
生
か
ら
学
校
の
概
要
を
説
明
し

て
い
た
だ
く
。

o
学
校
の
概
要
説
明

・
在
学
児
童
数
は
五
～
十
二
歳
の
児
童

　
が
約
四
〇
〇
人
。

・
一
ク
ラ
ス
の
児
童
数
は
二
十
二
～
二

　
十
三
人
程
度
。

・
特
に
学
区
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
市

　
内
全
域
か
ら
通
学
し
て
く
る
。
通
学
す

　
る
学
校
は
市
の
教
育
委
員
会
が
指
定

　
（
世
界
各
国
の
子
ど
も
が
い
る
サ
ン

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
特
定
の
国
の

　
児
童
だ
け
が
集
中
し
な
い
よ
う
な
配

　
慮
を
し
て
い
る
た
め
）
。

・
殆
ん
ど
の
児
童
が
車
で
送
迎
（
学
校

　
ま
で
の
道
の
り
が
日
本
で
は
考
え
ら

　
れ
な
い
ほ
ど
遠
く
、
通
学
班
は
な
い
）
。

・
指
導
の
重
点
と
し
て
は
「
生
徒
指
導
」

　
と
「
パ
ソ
コ
ン
指
導
」
。

・
英
語
を
話
せ
な
い
転
入
生
の
た
め
の

　
特
別
教
室
の
設
置
（
殆
ん
ど
の
子
が

　
短
期
間
で
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
）
。

・
人
材
活
用
事
業
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
教
師
の
導
入
。

　
以
上
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
、
校

舎
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
入
る
と
二
十
六
台

の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
　
一

人
一
台
で
自
由
に
マ
ゥ
ス
や
キ
ー
ボ
ー

ド
を
操
作
し
て
い
る
。
週
に
一
度
は
全

ク
ラ
ス
が
必
ず
使
う
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
世
界

各
国
と
結
ば
れ
て
お
り
、
日
本
の
正
月

風
景
で
た
く
さ
ん
の
牛
を
見
た
そ
う
で

あ
る
。
各
教
室
に
も
二
台
ず
つ
設
置
さ

れ
て
お
り
、
児
童
の
操
作
技
能
も
か
な

り
進
ん
で
い
る
。
江
南
町
で
も
パ
ソ
コ

ン
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
見
習
い
た
い

点
で
あ
る
。

　
四
年
生
の
教
室
で
は
、
席
替
え
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
、
意
見
を
述
べ
る
際
に
は
必
ず
そ
の

理
由
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
指
導

が
か
な
り
行
き
届
い
て
い
る
感
じ
が
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
の
子
も
気
持
ち
を
伝
え
あ

え
る
ク
ラ
ス
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
い
じ
め
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

に
も
、
内
に
籠
ら
な
い
で
誰
に
で
も
相

談
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

こ
の
小
学
校
で
は
、
い
じ
め
な
ど
を
克

服
す
る
た
め
、
全
児
童
が
輪
番
制
で
指

定
さ
れ
た
黄
色
と
青
色
の
シ
ャ
ツ
を
着

，
て
相
談
の
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど
も
同

士
で
解
決
を
図
る
工
夫
を
し
て
お
り
、

そ
の
効
果
が
着
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
関
心
さ
せ
ら
れ
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
日
本
で
の
二
時

間
に
相
当
す
る
時
間
が
一
単
位
時
間
と

な
っ
て
お
り
、
教
師
の
裁
量
で
一
教
科

の
み
の
学
習
で
あ
っ
た
り
、
二
教
科
を

学
習
す
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
、
日
本

と
は
大
き
く
異
な
る
点
も
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
制
で
子
ど
も

の
責
任
感
を
育
て
る
工
夫
も
さ
れ
て
い

る
。　

最
後
に
、
選
択
教
科
で
の
音
楽
の
授

業
（
四
名
の
授
業
）
を
見
せ
て
い
た
だ

い
た
と
き
、
日
本
か
ら
の
女
の
子
（
四

年
生
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
）
に
会
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
来
て
三
年
目
だ
そ
う
で
あ

る
が
、
当
初
特
別
教
室
で
学
習
し
た
成

果
に
よ
り
、
言
葉
に
全
く
不
自
由
す
る

こ
と
な
く
学
習
に
参
加
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
驚
い
た
。

　
約
三
時
間
ほ
ど
の
学
校
訪
間
で
あ
っ

た
が
、
日
本
の
教
育
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
学
ぶ
べ
き
点

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
研

修
が
で
き
た
。
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「
工
事
に
伴
い
、
い
い
土
が
出

ま
し
た
が
処
分
に
困
っ
て
い
ま
す
。

お
金
も
払
い
ま
す
か
ら
お
宅
の
農

地
を
そ
の
土
で
改
良
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
…
…
よ
い
条
件
で
す
ね
。

し
か
し
、
悪
質
な
業
者
の
中
に
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
大
事

な
農
地
を
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
山

に
し
て
し
ま
う
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
農
地
、
か

け
が
え
の
な
い
農
地
が
二
度
と
使

い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
周
辺
の
農
地
の
み
な
ら
ず
用

水
な
ど
の
環
境
や
近
隣
住
民
に
与

え
る
影
響
も
心
配
で
す
。

　
農
地
の
埋
め
立
て
（
農
地
の
改

良
）
は
許
可
、
届
け
出
が
必
要
で

す
。
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
地
元
の
農
業

委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
特
に
契
約

を
結
び
、
金
銭
を
受
け
取
っ
て
し

ま
う
と
問
題
の
早
期
解
決
が
困
難

に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
い
い
条
件
の
話
が
あ
っ
た
が

ど
う
か
ね
」
と
農
業
委
員
に
相
談

し
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　　｝
｝』P　胃

な卿イ

　　　・一1
隷阿、識

雑
草
・
ご
み
・
危
険
物
は
、
田

畑
・
用
排
水
路
・
道
路
な
ど
に

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

木
障
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

畦
畔
を
保
全
し
ま
し
ょ
う
。

消
毒
す
る
と
き
は
、
事
前
に
隣

地
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

・
気
持
ち
よ
く
農
作
業
で
き
る
よ

う
お
互
い
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
農
業
公
害
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

〆・

雑
草
の
繁
茂
す
る

　
　
　
　
　
季
節
で
す
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o
試
験
の
日
時
・
場
所

第
一
次
試
験

　
　
平
成
九
年
九
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
及
び
二
十
三
日
（
火
）

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
・
熊
谷
市
立
大

幡
中
学
校

○
採
用
職
種

　
男
子
消
防
吏
員
　
若
干
名

o
受
験
資
格

　
一
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
市
町

　
　
村
（
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
江
南
町
、

　
　
大
里
村
）
に
居
住
す
る
人

　
二
、
次
の
学
歴
及
び
年
齢
に
該
当
す

　
　
る
人

①
高
校
卒

　
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に

　
　
生
ま
れ
た
人

②
短
大
卒

　
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に

　
　
生
ま
れ
た
人

③
大
学
卒

　
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に

　
　
生
ま
れ
た
人

　
※
学
歴
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た
人

　
　
及
び
卒
業
見
込
み
の
人
と
し
ま
す
。

　
三
、
消
防
活
動
に
耐
え
ら
れ
る
体
力

　
　
を
有
す
る
人

　
四
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

　
　
人

　
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

　
　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
　
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
　
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
、
ま
た

　
　
　
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

　
　
　
な
く
な
る
ま
で
の
人

　
　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　
　
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ

　
　
　
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

　
　
　
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

　
　
　
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し

　
　
　
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

o
受
験
申
込
書
の
交
付

　
　
受
験
申
込
用
紙
は
、
熊
谷
地
区
消

　
防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
、
各
分
署

　
及
び
町
村
役
場
で
八
月
一
日
（
金
）

　
か
ら
交
付
し
ま
す
。

○
受
験
申
込
書
の
受
付

　
　
八
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
八
月
二

　
十
九
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日
は
除

　
く
）

◎
こ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
の
お
間
い

合
わ
せ
は
、
熊
谷
地
区
消
防
本
部
総
務

課
（
費
二
二
－
九
九
九
九
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
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卦

手
当
を
受
け
ら
れ
る
の
は
・
・

　
離
婚
・
死
亡
な
ど
の
理
由
で
父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
や
、

二
十
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
手

当
を
支
給
し
て
、
児
童
福
祉
の
増
進
を

図
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
・
申
請
す
る
か
た
に
、
婚
姻
届
を
提

　
　
出
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関

　
　
係
と
同
様
の
相
手
（
内
縁
関
係
な

　
　
ど
）
が
い
る
場
合

　
・
申
請
す
る
か
た
や
子
ど
も
が
公
的

　
　
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

　
　
合

　
・
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

　
　
し
て
い
る
場
合

　
・
昭
和
六
〇
年
八
月
一
日
以
降
に
手

　
　
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
、

　
　
手
当
の
申
請
を
し
な
い
で
五
年
が

　
　
経
過
し
た
場
合

子
ど
も
と
は
・
・

　
十
八
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
（
三

月
三
十
一
日
）
ま
で
で
す
。
ま
た
、
一

定
の
障
害
の
あ
る
児
童
は
二
十
歳
に
な

る
ま
で
で
す
。

手
当
を
受
け
ら
れ
る
の
は
・
・

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る
二

十
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
手
当
を
支
給
し
て
、

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
支
給
対
象
児
童
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　
・
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
一
級
～
三
級
お
よ
び
四
級
の
一
部

　
・
療
育
手
帳

　
　
④
、
A
お
よ
び
B
の
一
部

　
・
そ
の
他
前
述
の
基
準
と
同
等
の
障

　
　
害
と
医
師
が
認
め
た
児
童

　
た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等

（
通
園
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
手
当
は
外
国
人
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
現
在
、
こ
う
し
た
手
当
を
受
け
て
い

る
（
支
給
停
止
の
人
含
む
）
人
は
、
法

令
に
よ
り
毎
年
八
月
中
に
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
を

提
出
し
な
い
と
八
月
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
届
が
必
要
な
人
に
は
、
役
場

か
ら
通
知
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
問
合
せ
　
住
民
福
祉
課
ま
で

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

8月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　。11●16・21・26●31 ㈲笠原設備工業所 36－3662

2　●　7　●　12　●　17　●22　●27 ㈲松　本　設　備 36－5177

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

4　・　9　・14・19・24・29 ㈱光　栄　建　設 36－1052

5　●　10　●15　●20●25　●30 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

（6）



トビツワス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

　犯罪や非行のない明るい社会を築く運

動として、町では7月19日（土）、ピピアに

おいて、松島トモ子先生を招いて“トモ

子の幸せ論”「多くの人たちとの出合いの

のなかで」と題して、講演会を開催いた

しました。

　参加者は約500人、先生の貴重な体験

談に深い感動を受けました。

．灘繍灘鑑鍵麟熱鑛簸麟繍蘇i麟鑛灘麟霧灘舞

O
O
五
〇
↑

　三本地区では、平成元年の美しい

むらづくりの一環として植えられた

吉野川南側の桜並木周辺の草刈りを

春と秋の年2回行っています。

　今年は、6月8日（日）に34名の参加

で行われ、参加した人は額に汗をう

かべながら除草作業を行っていまし

た。

難

懇　細

華

塵
・｛　藝

騨
静

購

鑛
．

　　　　　　　　　　講葦

鑛
　
　
　
　
　
難

　7月1日（火）、北小の3～5年生が、機

械化組合の管理している田で田植えを行

いました。

　この行事は毎年学校行事の一環として
　　　　　　　　　　　　　　へ実施され、機械化組合のみなさんや先生

におしえてもらいながら、楽しく田植え

を行いました。

　秋にはたくさんの穂がつくといいです
ね。

（7）



↓

△
儲
畿
　
“
鯉
嬉
墜
羅
犠
．
灘

“

大
艦
が

　
　
町
で
は
毎
年
、
春
と
秋
に
胃
・
大
腸

　
が
ん
予
防
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

　
す
。
何
と
い
っ
て
も
、
わ
が
国
の
死
因

　
の
第
一
位
は
が
ん
で
す
か
ら
、
が
ん
の

　
予
防
の
た
め
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
診

．
の
受
診
者
数
も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

セ

　
－
ゆ
早
糊
発
景
が
決
め
手
の
霧
カ
ン

　
　
が
ん
と
い
え
ば
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ

　
す
。
こ
こ
数
年
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ

　
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
男
性
で
は
肺
が

　
ん
に
つ
い
で
第
二
位
、
女
性
で
は
第
一

　
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
が
ん
』
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
期
に
見

　
つ
け
て
治
療
す
れ
ば
百
％
近
く
治
り
ま

　
す
。
し
か
し
、
が
ん
が
粘
膜
を
越
え
て

　
胃
壁
の
外
側
に
ま
で
進
行
す
る
と
、
肺

　
や
肝
臓
に
転
移
し
た
り
し
て
治
り
に
く

　
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
期
発
見

　
・
早
期
治
療
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

　
　
検
診
で
発
見
さ
れ
る
胃
が
ん
の
う
ち
、

　
早
期
が
ん
の
占
め
る
割
合
は
四
十
％
以

　
上
で
す
が
、
何
ら
か
の
症
状
を
訴
え
て

榊
く
ら
い
日
本
人
に
多
い
の
は
胃
が
ん
で

胆
　
胃
が
ん
は
、
ま
ず
胃
壁
の
粘
膜
に
で

・
き
ま
す
が
、
こ
の
段
階
の
も
の
は
『
早

ヂ
雛
診

医
療
機
関
に
来
る
外
来
患
者
の
約
二
十

％
に
比
べ
、
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
胃
が
ん
検
診
を
毎
年

受
け
る
人
は
、
受
け
な
い
人
と
比
較
す

る
と
、
胃
が
ん
で
死
亡
す
る
確
率
は
約

三
十
％
に
ま
で
減
少
す
る
と
研
究
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
毎
年
、
症
状
が
な
く

て
も
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

∂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㎝
ノ
営
瞬
柑
、
論
ノ
、
，
ノ

　
近
年
、
大
腸
が
ん
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
三
十
年
前
と
比
べ
る
と
四
倍
強
も

増
え
て
お
り
、
や
が
て
胃
が
ん
よ
り
多

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原

因
と
し
て
は
、
日
本
人
の
食
生
活
の
欧

米
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、

便
に
血
が
混
じ
る
の
が
特
徴
で
す
が
、

便
溜
血
反
応
検
査
で
は
、
目
に
見
え
な

い
ほ
ど
の
わ
ず
か
な
出
血
で
も
判
定
で

き
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
大
腸
が
ん
検

診
希
望
者
に
、
事
前
に
採
便
容
器
を
送

付
し
て
、
自
宅
で
便
を
採
取
し
て
、

検
診
当
日
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
だ
け

で
す
。
結
果
で
陽
性
と
な
っ
た
人
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

欝

篠

よ
鱒さ・

要
精
密
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
胃
．

が
ん
と
同
様
に
、
無
症
状
の
時
期
に
発

見
さ
れ
れ
ば
、
決
し
て
恐
ろ
し
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
検
診
を
・

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
九
月
八
日
（
月
）
～
十
一
日
（
木
）

ま
で
、
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
最
終
日
は
女
性
だ
け
を

対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
食
～
へ

嬬蘇l　　　　　　k！

ラ〈隔！

鶉の1

鴇
「

轟
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　　　■r1　　　■。　一
　　　r　I

　
　
六
月
九
日
（
月
）
か
ら
十
六
日
（
月
）
ま

　
で
の
五
日
間
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が

　
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
参
加
し
た
三
十
八
名
は
、
初
心
者
か

　
ら
上
級
者
ま
で
、
指
導
者
の
バ
ド
ミ

　
ン
ト
ン
連
盟
の
人
た
ち
か
ら
熱
心
に
指

　
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
教
室
の
最
終
日
に
は
、
初
心
者
の
人

　
も
練
習
試
合
が
で
き
る
ま
で
に
上
達
し
、

　
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
教

　
室
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
六
月
二
十
二
日
（
日
）
に
は
バ

　
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
外

　
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に

　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

継

鷹導健贋△一～
　　レハ）

　　江繭飾綜籍櫨会

轄 r

胆

　
六
月
六
日
（
金
）
、
江
南
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
第
四
回
大
会
が
、
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ナ
イ
タ
！
で
行
わ
れ
た
大
会
は
、
協

会
員
八
十
名
が
参
加
し
、
気
持
ち
の
良

い
初
夏
の
夜
に
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

第
六
位

馬
場
美
代
子

高宮馬馬滝
田本場場田

ユ和富誠よ
キ子夫喜り

（
樋
ノ
ロ
）

（
樋
春
南
）

（
樋
ノ
ロ
V

（
樋
ノ
ロ
）

（
す
ぎ
な
会
）

（
樋
春
南
）

　
、
　
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ス43　42　42　42　42　41コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

※
大
会
は
、
1
6
ホ
ー
ル
で
行
㌧
　
同
ス

コ
ア
の
場
合
は
、
年
齢
及
び
女
性
の
人

が
上
位
と
な
り
ま
す
。

　町体育協会では、体育功労者

・優秀選手の表彰を毎年、町民

体育祭において行っております。

　体育功労者については永年、

体育の振興・指導などに功績の

あった人。優秀選手については

大規模大会にて優秀な成績を収

めた人となっております。

　該当する人がおりましたら、

各字体育指導委員さんへ8月22

日までに推せんしてください。

　なお、表彰の決定については、

町体育協会表彰審査委員会にて

選考決定いたします。

（8）
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鐵醤網辮ぷ鞭
　　　　　　　　おはなし会のお知らせ

　○日程　8月9日（土）、8月23日（土）

　o場所　おはなしコーナー
　O時間　午後2時30分～午後3時
　O対象　小学3年生以下
　○内容　紙芝居・絵本ほか

醒たのしいおはなしがいっぱいです。

※7月号でお知らせいたしました『夏休み予どもビデオ鑑賞会』は、
　『夏休み子ども映画鑑賞会』に変更になりましたので訂正させてい
　ただきます。

　
土
2
9
1
6
2
3
3
0

一
　
金
1
8
1
5
2
2
2
9

ダン
木
　
7
1
4
2
1
28

レ
水
亀
劣

力の
火
　
5
1
2
⑲
2
6

月
月
④
⑰
⑱
⑳

8　
日
　
　
3
0
7
4
1

　
　
　
　
　
1
1
り
乙
3

　
郎
衛
つ
仁
夫
し
司
ヤ
子
子

）
一
兵
　
　
　
か
　
”
”
知

者
弦
騒
か
　
正
た
亮
マ
真
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
保

著
生
子
ち
山
暮
せ
北
外
　
本

（
　
　
う
　
　
　
な
　
ジ

　
柳
尼
き
秋
小
や
川
の
藤
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

きけんなえんそくの段

界があるぞ
なぞなぞ話
ルパンナ
いの花ことば
そつきお兄ちゃん
といじわるルクチひ
日記

書図奨推

）
か
他
認
露
箭
薩

勘
名
れ
擁
紹
麟
勤
好
臆

童
書
れ
乱
の
デ
の
さ
の
ン
ら
リ
禽
彩

児
（
れ
ま
い
と
ま
コ
ご
ラ
ず
ド

〈
　
れ
た
さ
つ
た
タ
た
ス
た
ク

纏
　
あ
忍
や
も
あ
バ
ふ
ジ
い
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

）
謬
子
班
み
甜
爵

　
者
不
シ
順
良
べ
ふ
い
丸
誠
多

　
　
　
　
　
　
あ

　
著
野
藤
橋
津
　
門
助
県
村
野

　
ー
　
　
　
阪
　
麻
井

　
　
中
加
高
帯
大
柴
ヵ
福
森
河

　
　
　
　
　
　
の

　・開館時間
　　　午前9時～午後5時
　　　●印は休館日

新着図書案内
纏〈一般書〉

　　（書　名）

親子で遊ぶやさしい科学教室
加藤シヅエの遺言
時の雨
がんは心で癒やせる
日本料理・酢のもの・和えもの・寄せも

愛さずにはいられない
人生はゲームです
日本一短い父への手紙
虹の刺客上・下
ニューヨークめぐり会い

○きつねのゆうしょくかい
○森のせんたくやさん　一あなぐまモンタンー
○わすれられない十日間
o虎先生がやってきた
○ゴミがあふれている
○ナガサキに翔ぶ
0陽気なタイランド　ーアジアの子どもに帰る旅
○シロクマたちのダンス
○くよくよしないで、笑っちゃえ！

夏休み自由研究参考図書例

O学年別たのしい自由研究1～6年
o図工科の自由研究ヒント集　　　　　　 一・…〆

○つくってあそぽう工作ランド1～6、，、4鰻ン線〆

i辮桑鶉雛8☆驚∫
○わたしたちの生活と産業　　　　　（、，簡一・

3鰻緬変，しτ憩，，　◇∵踏
○ぽくらの天文・気象・地球1～20
◎他にも多数あります。ぜひご利用下さい。

　
　
六
月
十
五
日
と
二
十
二
日
の
二
日
間

　
第
二
十
一
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

　
会
埼
玉
県
予
選
会
が
、
春
日
部
市
中
野

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
埼
玉
県
大
会
は
、
江
南
南
サ

　
ッ
カ
ー
少
年
団
が
出
場
し
、
一
五
面

　
戦
と
も
順
当
に
勝
ち
、
準
決
勝
で
は
F

　
C
大
宮
、
決
勝
で
は
越
谷
F
C
ジ
ュ
ニ

　
ア
と
対
戦
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
末
、

　
同
大
会
初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二

　
日
ま
で
、
東
京
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
で
行

　
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
と

　
な
り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

　
▽
試
合
結
果
（
準
決
勝
以
上
）

酢町へう告

い

江
南
南
⊥
H

江
南
南
－
の

り
・
F
C
杳

岡
｝
。
響
詫．

欝

　
江
南
町
に
在
住
の
木
曽
幸
子
さ
ん
が
、

八
月
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
世
界
陸

上
競
技
大
会
（
ア
テ
ネ
大
会
）
で
四
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
場
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
木
曽
さ
ん
は
、
高
校
の
臨
時
教
師
を

務
め
な
が
ら
、
熊
商
ク
ラ
ブ
で
陸
上
の

練
習
に
励
み
、
今
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

　
七
月
六
日
、
平
成
九
年
度
ラ
イ
オ
ン

カ
ッ
プ
埼
玉
県
大
会
が
、
川
越
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
、
江
南
南
ミ
ニ
バ
レ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
、
準
々
決

勝
で
今
大
会
優
勝
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、

惜
し
く
も
敗
れ
、
ベ
ス
ト
8
と
な
り
ま

し
た
。

（9）
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学校に行きたくても学費が払えない、

学費は払えても学校が無い地域と家

庭の子供が多くいます。学びたいと

熱望している可愛い子供達を援助す

る募金を平成8年秋から始めました。

o児童一人が小学校を卒業するまで

　の学費は6，000円です。

O小学校建設費は金額の多少は問い

　ません。

　みなさんの御協力をお願いいたし
ます。

問合せ　埼玉県日本中国友好協会

　　　事務局　〒336浦和市高砂
　　　4－18－10　智048－861－5818

　“亮ザ 　　障く ㌔ 　　　，．「 ぜ

行政・心配ごと・人権相談

　　　　日常生活での困りごとや行政に対

　　　する不満などのあるかたは、お気軽

　　　にご相談ください。なお、今月は弁

，護士が来庁の予定耽
　　　日時8月26日㈹
　　　　　　牛前9時30分から正午まで

　　　場　所　勤労福祉センター

　　　　　・曇f・　　　　　　yl　一　　　　　』1・叫

農薬空中散布防除のお知らせ

　水稲の病害虫防除を目的としたヘ

リコプターによる農薬空中散布防除

を実施しますのでご理解・ご協力を

お願いいたします。

日時8月19日（幻

　　　午前5時～8時頃
　　　　（雨天順延）

場　所　町内全域の水田

問合せ　町空中防除協議会

　　　　（役場経済課内）

　　　行36－1521（内線231）

井戸水等を

飲用している皆さんへ

　昨年、猛威を振るった腸管出血性

大腸菌（0－157等）による食中
毒が今年も心配されております。

　そこで、飲料水の衛生確保のため

に、井戸水を使用している人は大腸

菌群の検査を受け、受水槽を設置し

ている人は残留塩素の検査を受けま

しょう。

　検査は、次の場所で受けることが

できます。検査日、採水容器など詳

細については、直接お間い合わせく

ださい。

問合せ　熊谷保健所　費23－2811

彩の国

シートベルト

ステップアップ大作戦

　多発する交通死亡事故、特に自動

車乗車中の交通死亡事故を防止する

ため、　「彩の国　シートベルトステ

ップァップ大作戦」が、7月1日か

ら11月30日までの間、実施されてい
ます。

　身体損傷の軽減に効果の高い「シ

ートベルト」の着用促進及び交通安

全意識の高揚を図るために行われま
す。

国民年金を受けるためには…

　年金を受けるためには次の期間の

合計が原則として25年以上必要です。

①国民年金の保険料を納めた期間

②国民年金の保険料の免除を受けた

　期間

③任意加入できる人が加入しなかっ

　た期間

④第3号被保険者で納付とみなされ

　る期間

⑤厚生年金保険または共済組合の期

　間

　ただし、25年間納めたからといっ

て、もう安心というわけでもありま

せん。未納期間があると、たとえば、

こんなことが……

◎満額の年金額と25年間納付の年金

　額はこんなに違います。

　☆加入可能年数（20歳から60歳）

　　を全期間納めた場合の年金額

　　⇔785，500円
　★最低の25年間しか納めていない

　場合の年金額

　　⊂》490，900円
◎障害基礎年金が受けられないこと

　もあります。

　★未納期間中の事故や傷病が原因

　　で障害になった場合

※年金を受けるためには、ご自分で

　手続きをすることが必要です。

　・国民年金のみ加入していた人

　⇔市町村役場国民年金係へ
　・2つ以上の年金制度に加入して

　　いた人　⇔社会保険事務所へ
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柴
益
次
郎

草
取
り
て
土
と
語
ら
う
朝
愉
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

花
菖
蒲
藍
の
し
ぼ
り
の
色
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

精
い
っ
ぱ
い
今
日
を
生
き
よ
う
鉄
線
花
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津
ー

恋
心
持
ち
帰
り
た
り
夏
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

葱
坊
主
群
が
り
寄
せ
る
も
の
集
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

梅
雨
晴
や
畦
に
野
良
着
の
忘
れ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

石
投
げ
て
夏
川
の
雑
魚
驚
ろ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

梅
雨
寒
の
通
夜
も
ひ
と
し
を
淋
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

芝
刈
る
や
坊
ち
ゃ
ん
刈
に
寅
刈
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

お
見
合
い
の
席
に
立
舎
う
梅
雨
ぐ
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

美
し
さ
受
け
継
が
れ
来
て
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男
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音風景100選認定地
虫の声鑑賞会

秋の夜長にマツ虫をはじめ全19種

類の虫の声を堪能することができる

数少ない貴重な場所として、町内の

押切河原が、昨年7月に環境庁の“残

したい日本の音風景100選”として

認定されたことにより、本年も鑑賞

会をつぎのとおり開催いたします。

日時1回目9月6日（土）
　　2回目　9月13日（土）

　　現地集合　午後5時30分
　　現地解散　午後7時00分
人数町内在住各回とも50名以内
申込み　8月28日㈲、29日働の8時

　　30分より午後5時までの2
　　日間、電話にて先着順に受
　　付（希望日を申し出てくだ
　　さい。）
費　用　100円（保険料当日徴収）

その他懐中電灯を持参してくださ

　　い。雨天の場合中止します。
申込み　保健衛生課奮36－1521

問合せ　内線311

中村雅俊CONCERT　TOUR’97

日　時　10月26日（日）18時開演

会場熊谷会館
入場料　S席　5，500円

　　A席　5，000円
　　B席　3，500円
主催埼玉県

　　（助埼玉県芸術文化振興財団

　　（賜埼玉県熊谷産業文化協会

前売8月4日（月）より

　　熊谷会館での電話予約は

　　8月5日㈹より
前売所　八木橋百貨店　麿23－1111

　　タニタ楽器店　智21－5721

　　ニットーモール智22－4011
　　㊥清水園　　　智22－4106
　　熊谷会館　　　智23－2535
　　キンカ堂　　　費73－6111
　　彩の国情報ネットワークシ

　　ステム　　智048－728－3111
問合せ　熊谷会館　　　智23－2535

ホームヘルパー2級養成コース

高齢・障害者などへの介護に必要

な一般・行政知識、介護のあり方、

施設・ホームヘルプサービス同行訪

問実習などを行います。

日時9月25日㈱～11月18日（幻の

　　うち27日間（月～金）

　　9時～15時（実技・実習は
　　1時間程度延長）
場　所　総合文化会館　ピピア他

申込み　8月1日働から9月9日㈹
　　までに、はがきを持参のう

　　え江南町役場内社会福祉協
　　議会にある申込書に記入し

　　提出

初
女
）

る
な
選

す
能
抽

望
可
は

希
席
時

を
出
数

業
程
多

就
日
込

、
全
　
申

後
で
（

講
者
人

受
心
性
30

格
　
員

資
　
定

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

六
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

　
笠
原
　
ほ
巌
　
8
8
歳
　
　
押
　
　
切

齋
藤
　
　
静
91
歳
　
　
樋
　
　
春

　
木
村
　
善
之
　
4
9
歳
　
　
野
　
　
原

　
日
馬
清
7
8
歳
　
小
江
川

茨
木
　
久
義
　
5
7
歳
　
　
板
　
　
井

受講料　無料（ただし、教材費18，000

　　円は自己負担）
問合せ　智36－1521住民福祉課（内

　　225）社会福祉協議会（内252）

立正大学短期大学部公開講座

一実践パソコン講座一

日時10月4日（土）～11月29日仕）

　　　（11月1日を除く
　　　　毎週土曜日　全8回）

　　午後1時30分～4時30分
会　場　立正大学短期大学部

対象県内在住・在勤の18歳以上

　　の社会人
定　員　35名（抽選）

受講料　無料（ただし、教材費とし

　　て2，000円徴収）
申込・　はがきに住所・氏名・年齢

問合せ　・職業・電話番号を明記の

　　うえ、〒360－01熊谷市万吉

　　霧期莫鞠猫講繰■

　　で。（9月24日（火）必着）

中国山西省辺境地域の

児童育成及び小学校建設募金

埼玉県と山西省は友好県省を結ん

で15年になり、県をはじめ自治体及

び民間の交流も多くなつてきていま
す。

山西省は黄土高原の地で、山岳が

多く交通の便も悪いところがありま

す。子供達が学校へ通うにも困難な

地域があります。中国の義務教育は

六、三制ですが学費は自己負担です。

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

六
月
中
届
出
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
保
護
者

樋
春

　
　
　
ま
り
　
か

　
大
島
鞠
華
　
女
子
　
　
（
広
）

　
　
　
め
　
　
い

　
安
本
　
芽
衣
　
女
子
　
　
　
（
英
俊
）

須
賀
広

　
　
　
み
　
す
ず

　
高
橋
　
美
鈴
　
女
子
　
　
　
（
始
）

小
江
川

　
　
　
り
よ
う
や

　
杉
田
　
凌
也
男
子
　
　
（
幸
樹
）

　
　
　
な
ぎ
　
さ

　
岡
部
　
凪
沙
女
子
　
　
（
勇
）

板
井

　
　
　
ま
　
　
ほ

　
矢
木
澤
真
穂
　
女
子
　
　
　
（
直
克
）

　
　
　
か
　
お
り

　
堀
口
　
香
織
　
女
子
　
　
　
（
忠
之
）

●戸
籍
だ
よ
り

12，710

12，700一

12，690一

人／戸

3，790一

3，780一

3，770

4月　5月　6月　7月

7月1日現在

人口　12，693人　　一5人

男6，228人一11人
女6，465人＋6人
世帯　3，798世帯　＋4世帯

救急出動状況 6　月 累　計

交　　　　　　通 7件 38件

一　般　　負　傷 1件 8件

急　　　　　　病 17件 98件

そ　　　の　　　他 1件 25件

合　　　　　　計 26件 169件
（11）



⑮登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課智36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

《瀞6㌧』

　　　　たか　　 ふみ

関ロ貴文ちゃん（勇
　平成8年8月10日生

両親｛幸智激成沢

　いつもニコニコ、食欲モ

リモリ、いたずら大好き。

　お兄ちゃん、お姉ちゃん

にしかられるけど、一緒に

遊んでよ。なにより健康が

一番。毎日、元気でネ！

　　　　さ　ゆ　り
大　島　紗由莉ちやん＠

　平成8年8月25日生

両親｛実蝋、，切

　いつもニコニコ明るい紗

由莉ちゃん、早く歩けると

いいネ〃

　これからもお兄ちゃんと

仲良く遊んでね。

　　　　り　　　な
岡部莉奈ちゃん＠
　平成8年9月16日生

両親｛蓋譲紐，、、

　笑顔の似合う莉奈は、家

族みんなの人気者です。

　笑顔が似合う、やさしい

女性になってほしいです。

　　　　しゆん　　ぺい

鯨井駿　平ちやん魯
　平成8年8月13日生

両親｛蓄難三本
　我家のアイドル“ぺ一ち

ゃんで一す”只今あんよの

訓練中、パパもママもお兄

ちゃん達も、ボクがいるだ

けで幸せ～。なんだって！

明るくたくましく育ってね！

φのゆ◎◎ゆ○ゆ■oゆゆ●ゆゆゆo●■◎ゆゆ■◎ゆゆゆゆoゆoゆゆoo■o一■ゆφ■釧D■■■一〇φのo◎φゆゆoゆ◎oゆゆゆo◎o◎◎oゆのゆ◎o

我
が
家
の
生
産
物
を

舜
あ
る
結
婚
式
で
の
花
嫁
の
父
の
あ
い

さ
つ
。
　
，
：
娘
の
幼
い
撮
の
姿
が
達
馬

灯
の
よ
う
に
思
い
趨
こ
さ
れ
感
無
量
で

す
…
」
こ
れ
を
聞
い
た
娘
さ
ん
の
友
人

た
ち
が
、
　
門
で
も
走
馬
灯
っ
て
同
じ
絵

が
回
転
し
て
ま
た
戻
っ
て
く
る
ん
で
し

ょ
。
「
幼
い
日
は
も
う
二
度
と
戻
っ
て
こ

な
い
の
に
変
」
と
こ
そ
こ
そ
。

　
走
馬
灯
と
い
う
言
葉
は
こ
ん
な
と
き

に
使
わ
れ
ま
す
が
、
本
物
を
見
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で

ま
ド
o
、

ヒ
，
楚
馬
糠
嫉
回
り
灯
籠
へ
影
灯
籠
「

舞
灯
籠
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
江
戸
時
代

初
期
の
俳
譜
に
も
登
場
し
ま
す
。
灯
籠

と
影
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の

で
す
。
禽
型
の
灯
籠
の
中
に
円
形
の
灯

籠
を
入
れ
、
そ
の
筒
に
馬
や
人
の
絵
を
・

張
駆
、
筒
を
国
転
さ
せ
て
外
側
で
影
絵

が
回
る
の
を
楽
し
み
ま
す
。

　
筒
を
回
転
さ
せ
る
に
は
回
転
軸
に
風

車
の
よ
う
な
も
の
を
付
げ
、
灯
火
の
熱

風
を
起
こ
じ
て
回
転
す
る
よ
う
に
し
た

よ
う
で
す
。
ご
れ
を
軒
先
に
つ
る
し
た

り
庭
に
置
い
た
り
し
て
、
夏
の
夕
べ
を

、
楽
し
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

・
昔
億
液
店
で
風
鈴
な
ど
と
窯
憲
に
売

ら
れ
て
樋
る
の
を
求
め
た
獣
、
鐘
庭
で

作
っ
た
臓
じ
た
よ
う
で
す
。
涼
し
げ
な

鳳傭が目

に
浮
か
需
よ
樹
ぐ
奮
総
き

（切

使
っ
た
自
慢
料
理

ビ
ビ
シ
バ

柴
崎
は
ま
子
さ
ん
（
板
擦
）

▼
材
料
（
四
人
分
）

　
ご
飯
レ
…
…
…
…
…
ど
ん
ぷ
鱗
幽
杯

　
牛
肉
薄
切
り
…
…
…
㌧
…
轟
、
○
○
扁
懸
、

　
大
豆
も
や
し
…
…
…
…
…
ご
○
σ
磨

　
ほ
う
れ
ん
草
…
…
…
…
…
二
〇
〇
9

　
に
ん
じ
ん
…
…
…
…
…
シ
価
※
畿
玉
、
α
鷹

　
卵
輩
…
…
…
…
…
・
：
…
賑
…
姻
姻

　
た
れ
四
種
類
…
◆
…
…
：
…
…
⑤
餐
◎

＠
牛
肉
用
　
ご
ま
油
・
聾
大
さ
じ

、
　
　
ぜ

叉・イ

ζ
「
隷
、
繋
螺
さ
豊
、
に
ん
に
談

§
簿
生
叢
麗
妙
ゆ
謬
ま
各
少
々

、
⑤
幾
鷺
鞍
療
態
嗣
ご
ま
漉
、
妙
り
ご
・

　
　
ま
各
夫
ざ
じ
一
「

⑥
欝
つ
れ
ん
草
馬
ご
ま
油
、
醤
油
、

　
　
・
妙
り
ご
ま
各
小
さ
じ
一
、
塩
少
々

・
＠
に
ん
じ
ん
用
　
砂
糖
小
さ
じ
一
、
酢

　
　
・
夫
さ
じ
真
粉
唐
辛
子
、
塩
少
々

▼
作
棚
方

①
塵
肉
は
、
細
切
り
に
し
、
＠
と
か
ら
嗜

　
め
て
か
ら
、
鍋
で
妙
り
つ
け
ま
す
。

、
②
恋
や
し
は
、
ひ
げ
根
を
取
り
、
さ
っ

、
と
蕪
で
、
⑤
と
あ
わ
せ
て
お
き
ま
す
。
‘

③
ほ
う
れ
ん
草
は
、
堅
め
に
茄
で
、
三

　
「
饗
四
q
瞼
に
切
捌
、
◎
と
あ
わ
せ
て
お

　
ぎ
ま
す
。
、
』

④
に
ん
じ
ん
嫉
干
切
り
に
し
、
塩
を
目

　
ふ
っ
て
し
ん
な
り
し
で
か
ら
、
』
＠
に
・

　
　
つ
け
て
お
き
ま
す
。
，

⑤
ご
飯
に
①
～
④
を
等
分
に
乗
せ
、
中
・

、
央
に
卵
黄
を
落
と
し
、
一
コ
チ
ジ
、
ヤ
ン

　
　
（
韓
国
調
味
料
）
、
を
付
け
ま
す
。
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〇
四
八
干
業
⊥
五
、
三
難




